



























　研究室オリジナルの複合結晶 ®-CuxV4O11（2 · x · 2:33）および ®相からソフト化学的
手法により Cuを部分的に脱離した超格子型 ¯-CuxV2O5（1:2 · x < 2）を主な対象として





















































































本研究室で発明された Li9V3(P2O7)3(PO4)2の初充電は 2電子反応を示し，電位 3 V以上
の領域においてC ¼ 170 A h kg¡1を与える．この値は，既に実用化が検討されている単斜
晶 LixV2(PO4)3あるいはタボライト型 LiVFPO4の容量に匹敵する．
(1) LixV3(P2O7)3(PO4)2（3 · x < 12）





(2) タボライト型LixVFPO4（0 · x · 2），LixVOPO4（®：0:9 < x · 1，¯：0 · x · 2）
　タボライト型 LiVOPO4 には 3斜晶 ®相と直方晶 ¯ 相があり，それぞれ高温，低温合成
で得られる．®相は高温で 1次元反強磁性的磁性を示し，10 Kで一種のスピンパイエルス
状態に転移する．15～10 Kの温度領域でスピン 2量体のゆらぎが存在する．充放電容量は
約 20 A h kg¡1である．一方，¯相は 1次元反強磁性的磁性を示すのみで磁気秩序を持たな
い．充放電容量は 150 A h kg¡1である．現在，¯相の微視的研究を進めている．（学位論文
5；継続）
LiVFPO4は，V{F{Vの超交換相互作用を介した 1次元反強磁性的磁性を示し，V{O{P{





(3) LixV2(PO4)3（0 < x · 3）
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ソフト化学的に Liを挿入・脱離させることで d電子数が増減した系 Li1+yV2O4，Li1¡xV2O4
を作成し，新規物性の探索，ひいては重い電子系の理解に繋がる情報を得ることを目的とし
た．Li1¡xV2O4では 0 · x · 0:36，Li1+yV2O4では y ¸ 1:4で単相となった．Li1¡xV2O4の
帯磁率は，重い電子の特徴である T ¤ ¼ 20 Kでの緩やかな極大現象から，Li濃度の減少に伴
い単調増加に変化した．x = 0:3の比熱から電子の有効質量比は 120となった．
2. 大竹尚人, 2重トレリス格子系 ²-CuxV2O5 の磁性
数理物質科学研究科修士（理学）論文, 2018年 3月
本研究は，銅バナジウムブロンズの Cu高濃度相である 2重トレリス格子系 ²-CuxV2O5 を対
象とし，結晶構造および電子状態を追究することを目的とした．0:78 · x · 1:05で単相が得
られ，x ¼ 1と x ¼ 0:90で Cuイオンの秩序-無秩序化に応じて結晶系が異なることが明らか
にされた．また Tc ¼ 140 Kで 1次相転移が確認された．熱電能は，V価数が V4:5+に近づく
につれ急激に増加した．帯磁率は 100 K付近および 20～40 Kに極大・極小を示した．これは，
トレリス格子格部分における V－ V間分子軌道による 1次元鎖磁性および Cu脱離による鎖
端間スピン 1重項対を仮定することで説明できた．




X線粉末回折，帯磁率測定，ESRを行った．ソフト化学的合成より，x = 0:5～0.7は ²相，ま














5. 福沢直也, 低次元磁性体 LiVOPO4 のリチウム挿入・脱離効果
数理物質科学研究科修士（理学）論文, 2018年 3月
次世代 2次電池正極活物質の一つであるバナジウムポリアニオン系では 3d電子が強く局在し，
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